


中央審議委員会の審査をした結果、
月 日付で文部科学省より八戸短期大学
看護学科の設置が認可され、 年 月
に新設されることが決定した。
新設される看護学科は 年制で、入学
定員は、男女 名。看護師国家試験の受
験資格が得られる課程で看護師養成のた
めの高等教育機関として県南地方初とな
る。
これで、八戸市を中心とした県南地方

の方々が、地元で学べるようになった。
現状では、医療の高度化に対応した質
の高い看護師の養成が求められており、
看護に関する総合的な知識と技能を有す
る人材育成を目的としている。また、地
域に根ざした看護 を目指して、地域に
信頼される確かな知識・技術・コミュニ
ケーション能力とともに、豊かな感性と
人間愛を備えた看護師の養成を目指すこ
とになる。

すでに、 年 月には、美保野キャ
ンパスに、 階建の総合実習館が完成し
ており、看護学科の実習・研究室などで
利用することとなり、教育環境は整って
いる。今後も県南地域が医療看護の面で
レベルアップしていけるように、近隣病
院と連携を強化し、優秀な人材の育成を
目指す。

この度設置認可申請中の八戸短期大学
看護学科が、 月 日付け設置認可の運
びとなった。その事を受け、 月 日八

戸プラザホテルにおいて、 年 月に
八戸短期大学に新設される 看護学科
に関する入学試験説明会を行い、県内外

り、今年度行なわれる入学試験の説明を
行った。 説明会終了後の質疑応答では、
より具体的な入学試験対策や、学費に関
する質問が出たりするなど盛況の内に閉
会した。
また、同ホテル内で同時進行で開催し
た高校生・保護者向け相談会においても
多数の保護者及び高校生が来場し、各
ブースにおいて熱心な質疑応答が繰り広
げられた。来る 月には推薦入学試験が
行われ、県南初の看護師養成短期大学と
して記念すべき新たな一歩を踏み出すこ
とになる。 月スタートに向け、様々な
具体的準備を進めていく中で、学内的な
結束が深められるよう努力していきたい。

より約 校 数名の高校教員が
来場し、約 時間にわたる説明
を傾聴した。
まず始めに、蛇口浩敬八戸短
期大学長より挨拶がなされ認可
の経過報告と共に、医療界に役
立つ優秀な人材を育成したい旨
明示された。その後看護学科設
置委員長をはじめ、各スタッフ
より教育理念やカリキュラム、
卒業後の進路に至るまで具体的
内容の説明及び入試事務室長よ

八戸大学・八戸短期大学総合実習館



光星学院高校教諭、宮古博文（書家
名 宮古文雪）先生が第 回読売書法展
の読売新聞社賞を受賞という快挙を達成
した。
読売書法展とは、古典・伝統の書を継
承し、発展、向上を図るため、最高水準
の公募展を目指して 年に始まり、開
催当初から質、量とも国内最大級を誇っ
ている書法展である。

その読売書法展が 回目を迎えた
今回、宮古博文先生が、漢字部門に
おいて、最高の賞、つまり第 位の
賞である読売新聞社賞を受賞した。
書道の世界において、日本でも最
大級の賞であり、全国でもなかなか
受賞することが困難である賞に青森
県南から初の受賞という快挙である。
スポーツの世界に例えると、全国
大会での優勝である。
入賞作は、行草体という書法で書
いた五言律詩 雨後晩行 で漢字の
帰 と 幽 をメーンに据え、字

品全体の華やか
さを失わないよ
うに気を配って
書いたという。
高校では、社
会科と書道の授
業を受け持つ宮
古先生は、今後
の書家としての
目標として 究
極は、一生かけ
て納得のできる
作品を作り上げ
ること と意欲
を示した。
宮古先生の作
品は、他の入
賞・入選した作
品と共に、半年

を扁平気味に描いて動きを抑えつつ、作

をかけて全国 都市を巡回しながら展覧
会で公開されている。

年秋の叙勲で、八戸短期大学名誉
学長である石丸浩文先生が、瑞宝小綬章
を受章した。
石丸先生は、長年教育界に身を置き、
八戸短期大学及び幼稚園の開設や幼稚園
教諭・保育士の育成並びに学生の教授指
導に携わり、幼児保育分野における研究
者としての功績を残すなど、幼稚園から
大学までの研究・教育や私立学校振興に
関しても多大な貢献を行い、その顕著な
功績功労が認められ、この度の受章と
なった。
石丸先生は、昭和 年に学校法人光星

学院に奉職し、光星学院高等学校教諭を
経て、昭和 年 月に開学した青森県
南・岩手県北初の高等教育機関である
八戸短期大学 の開設準備委員長とし

て、短大開設に関する一切の事務作業を
取り仕切り、開学後は事務局長として教
育基盤の礎を築いた。昭和 年から平成
年までは八戸短期大学幼児教育学科の

教員として、幼稚園教諭・保育士の育成
に携わり、同短期大学の幼児教育学科

長・副学長代理・副学長・学長を歴任、
平成 年には八戸短期大学名誉学長の称
号を授与された。
在任時は、本学院付属幼稚園の開設、
教育環境の改善と学科増（昭和 年経営
情報学科開設）に貢献、 八戸大学・八
戸短期大学図書館 を開設、本学院の教
育環境の充実と発展並びに業務運営の推
進に貢献、本学院 立体的総合学園構想
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の構築に尽力した。
その他にも、八戸地域の各種委員や講
師として地域のレベルアップに努めたほ
か、全国保育士養成協議会東北ブロック
理事として組織の強化、全国大会で発表
を行うなど同協議会発展にも多大な貢献
をした。
これらの功績が認められ、昭和 年に

は青森県知事より私学振興表彰、平成
年には文部大臣より教育功労賞、平成
年には青森県私立幼稚園連合会会長より
教育功労表彰、平成 年には全国保育士
養成協議会長より教育功労表彰を受け今
日に至っている。



月 日、野辺地工学専門学校駐車場
跡地に建設された、野辺地西高校多目的
屋内スポーツ施設において、竣工祝別式
が川崎忠紀司祭様の司式のもと、厳かに
執り行われた。
司祭様の招きの言葉と祈りで始まり、

聖書朗読、水の祝福、建物の祝福、共同
祈願、主の祈りが行われ、中村覺理事長
が 野辺地西高校 周年記念事業の一つ
として建設したこの多目的施設が無事に
完成したことに心より感謝します。この
施設を十二分に活用して、自分達の財産 差しがそのまま室内に入り、とても明る

くなっている。また、冬でも雪が積もり
にくく耐久性にも優れている。
このフッ素フィルムは、今年行われた
北京オリンピックの鳥の巣といわれたメ
インスタジアムやウォータキューブ（北
京国家水泳センター 水泳競技場）にも
使用されたものであり、日本では北海道
の一部で試用されているが、本州では、
この野辺地西高校多目的屋内スポーツ施
設が最初である。

美保野キャンパスにあ
る光星学院高校と八戸大
学の各硬式野球場に、練
習環境充実のため、八戸
大学父母の会と美保野環

境班（学園サービス）の協力を頂き、光
星学院高校硬式野球部サブグラウンドに
は防球ネット、八戸大学硬式野球場には
サブグラウンドがそれぞれ設置された。

にして欲しい と挨拶をした。そし
て、建設に携わった株式会社岡山建
設代表取締役社長の荒谷清隆様に中
村理事長より感謝状が贈られた。
完成した屋内多目的スポーツ施設
は、鉄骨造りで、 の広さが
あり、各スポーツクラブの練習には
充分活用できる環境が整っている。
特筆すべきは、施設の屋根が透明
のフッ素フィルムでできており、日

光星学院高等学校 硬式野球部 サブグランド防球ネット 八戸大学硬式野球部場 サブグランド



この度、八戸大学・八戸短期大学オー

プンキャンパスを 月 日に引き続き、

月 日、 月 日、 月 日と開催し

た。

全日程において、 ・ ・

・ ・ ・

のコンテンツに基づき 八大・八短式

と銘打って、 すてきな大人に

なろう 心理学入門 心を科学してみ

よう などの特別講座を実施した。

また、参加者の皆さ

んと元 リーグ監督の

清水秀彦氏、青森放送

アナウンサー夏目浩光

氏との対談や、体験授

業、スタンプラリー形

式の施設見学、学食で

の体験などにより、美

保野キャンパスで学生

気分を味わった。

最終回の 月

日には入試対

策講座を実施し

た。入試概要説

月 日 法人内の附属幼稚園（八戸

短期大学附属幼稚園、聖アンナ幼稚園、

びわの幼稚園、第二しののめ幼稚園）に

勤務する初任 年目または 年目の教員

に対して、初任者研修が行われた。

八戸短期大学附属幼稚園の多目的室で

行われた研修は、初任者が幼稚園の概要

と内容を学び、各人の幼児教育への専門

この度、 月下旬に、八戸看護専門学

校より新規採用する図書館司書について、

本館において研修を受けさせて欲しいと

の依頼があった。地域に開かれた図書館

として、一般市民へも開放していること、

絵本の読み聞かせ講座等の公開講座を開

催していること、八戸短期大学の学生を

インターンシップとして受入れした実績

があること等、幅広い文化活動を行って

いることが評価されての、司書研修の依

頼内容であった。

学生ではなく、一般社会人の方の研修

を担当するのは初めてのことでしたが、

大学図書館としての社会的責任と地域社

会への貢献という観点から、研修者を受

け入れることにし、 月 日 日

の期間、司書研修を実施した。

研修内容は、図書館業務全般について

研修者から特に要望があった。年間事業

計画（業務スケジュール）の立て方や、

日・週・月ごとのルーチン業務の流れ、

貸出 返却の一連作業、未返却者への対応、

学校図書館としての留意点、レファレン

ス記録や回答の方法、情報（書誌）検索

の基本等の指導を行なった。研修者も熱

心に受講され、大変有意義な研修であっ

たと満足していただけたようであった。

通常業務に加えての一般社会人の研修

者受入れは、少々大変な業務でしたが、

本図書館がこれまで行ってきた地域社会

や地域文化への貢献が認められたことは、

大変喜ばしいことだと思った。

性と人間性を深めることを目的とし、各

園の園長が、職員の服務・文書の作り方、

幼稚園の現状と課題、幼稚園の概要と担

任の役割、児童理解と自己理解・人間関

係論についてそれぞれ講座を行った。

また第二部として、日を改めて、各園

において副園長による 自園の現状と課

題 の講座が行われ、初任者教員は、各

講座で学んだポイントと感想をレポート

にして提出した。

明の後、面接や筆記試験などのポ

イントを伝授。幼児保育学科に

至ってはピアノの実技試験のデモ

ンストレーションを行った。また、

年 月新設の看護学科につい

ては、看護師に必要な資質につい

てのワークショップを行い、学力

向上だけではなく豊かな人間性が求めら

れていることへの理解が促された。参加

者はいずれも真剣な眼差しで聞き入って

いた。そんな彼らが希望する学部・学科

の合格を手にし、表情が笑顔でほころぶ

来春、もう一度美保野キャンパスで再会

したいものである。



平成 年度学校法人光星学院事務職員
研修会（学園サービス職員含む）が平成
年 月 日 参加者 名で行われた。

研修の内容は次のとおりです。青森放送
株式会社取締役・支社長 斎藤幸彦氏
による講演、その後一般職員は 学校法
人諸規程 関係法令集・経常費補助金・
文章作成 財政と予算 年金特別便・

届出 が行われ、業務班においては 交
通安全指導・適性検査 の研修が行われ
た。
斎藤幸彦支社長による講演では、放送
業界にまつわるエピソードや支社長とし
ての部下の指導や採用時におけるポイン
ト、趣味のスポーツにまつわるエピソー
ド、斎藤氏独特の価値観でいろいろな

ニュースに関する批評など
多岐多種にわたる講演内容
でした。
一般職員の研修は、総
務・財務・人事担当部署か
ら業務に関する基礎知識等
の講話があった。
業務班の研修は、交通安
全に関するビデオ視聴、適
性検査等が行なわれ安全運
転の再確認をした。
研修終了後、同会場にて
講師を務めて頂いた斎藤支

社長をお招きし、法人職員と共に終始賑
やかな懇親会が行われた。



総合研究所では、平成 年度から 起
業家養成講座（仮称） を開催する。その
プレイベントとして 月 日、北城恪太
郎氏（日本 最高顧問・元経済同友
会代表幹事）を招いてのセミナーを開催
した。
また、セミナー終了後は、 八戸大・

八戸工大・八戸高専 学術交流に関す
る協定 周年を記念し、 学（校）長
フォーラム も開催、参加者は起業の必
要性と地方高等教育機関の役割について
の認識を新たにした。

プレセミナーでは、北城恪太郎氏と、
この度八戸大学客員教授に就任した大谷
真樹先生（八戸市出身、ヤフーバリュー
インサイト 取締役・創業者）、丹羽浩
正八戸大学ビジネス学部教授による鼎談
が行われ、 年間で 人の起業家を青
森から輩出する 目標や他にはない講座

の特徴について説明、 青森県には つ
の良い材がある。木材・人材・食材で、
ないのはやる木（気）だけだ と説き、目
に見えない隠れた資産への気づき、未来
洞察力、マーケティング戦略の想像力と
行動力に欠けており、発想の転換次第で

がパネルディスカッションを行った。北
城氏がアドバイザーとして参加したほか、
日銀の鶴海誠一青森支店長がコーディ
ネート役を務め、 教育・産業振興・地
域活性化 の 点について活発な情報交
換を行った。

平成 年度の八戸大学父母の会地区懇
談会は、 月 日八戸大学会館、 月
日マリオス（盛岡駅西口）の カ所で開

何ら負い目を感じることはないと語った。

フォーラムでは、 起業による地域活
性化と高等教育機関の役割について、北
城恪太郎氏が基調講演、その後、 高等
教育機関における人材養成と社会貢献
について、庄谷征美八戸工大学長、鈴木
宏一八戸大学長、井口泰孝八戸高専校長

総合実習館 基礎医学実習室に、関
係機関・関係者からの寄贈があり、次の
ような機材が新たに加わった。寄贈内容
は以下の通りである。

・蒸留水製造装置（
） 台

試薬等を溶かすための純水を製造す
る。
・超音波洗浄装置
（ ） 台
実験に使用後のガラス器具等の洗浄
に用いる。
・紫外可視分光光度計
（ ） 台
簡単な比色分析から、高度な定量測
定並びにスペクトル測定できる。ま

た や蛋白質の濃度を発色操作
を行わないで直接紫外波長領域
（ 、 等）の吸収バンド
の定量もできる。

・卓上冷却遠心機
（ ） 台
回転数を まで上げること
ができ、微量の試料の分離に利用で
きる
・マイクロプレートリーダー
（ ） 台
さまざまな分野における吸光度測定
を、 穴マイクロプレートを用いて

迅速に行う比色計で、各種 キッ
ト測定等に利用できます。フィル
ターは 、 、 、
が装着されている。

この寄贈により本学での学びの幅が更
に広がったと言える。寄贈していただい
た、関係機関・関係者の方には心より感
謝申し上げます。

催され、両会場あわせて約 名の父母が
参加した。
両会場とも、学長挨拶の後、学部など
の状況説明や個人面談が行われた。
今年度から新たに、父母向けの 就職

個人面談では、ゼミ担当教員が春学期
末までの成績や部活動の状況、ゼミでの
様子を父母に説明、普段知ることができ
ない大学での様子を知った父母は満足し
た様子だった。
父母の会事務局では、 年に 度教員

と父母が直に接することができる機会な
ので、もっと多くの方に参加していただ
けるよう、さらに内容を充実させたいと
している。

セミナー を実施。就職情
報会社である株式会社ディ
スコの菅野健朗東北支社長
が 保護者に伝えたい就職
情報 子どもの進路とどう
向きあうか と題して講
演した。



八戸地域高度技術振興センターと総
合研究所の共催事業である 教育研
修会 経営ビジネス
セミナー がこのほど開催された。

月 日、市内オフィスにおいて、
教育研修会

が開催された。 教育研修会は、八戸
地域の コミュニティ作りを目指し、
平成 年度より始まったもので今回 回
目。
今回は、テーマを“地域コミュニ
ティ”とし、 はちのへ地域 は
ちみーつ の概要 （八戸市総務部情報
システム課 澤田美智明 氏）、 情報モ
ラル教育と 活用の現状と課題（八

戸市総合教育センター 工藤正道 氏）、
携帯電話を安心して利用するために
（ 法人知的財産研究推進機構
及川博道 氏）の 講演を実施。小中
学校・高校の先生方や地元企業の方な
ど約 名が聴講した。講演では八戸地
域で起きた出会い系サイト被害・携帯
裏サイトの紹介なども行われ、多くの
質問があり理解と交流を深めることが
できた。

今回の講座は 社員の健康管理 （講師
三井隆弘人間健康学部専任講師）、 人

材評価 （講師 丹羽浩正ビジネス学部
教授）をテーマに開催。実習を交えなが
らの講座を熱心に受講していた。

総合研究所の社会人のリカレント事業
である そうけん土曜講座 が 月か
ら開催されている。今年度は つの教養
講座と つの資格取得講座を開催。既に
終了した春の講座（ロシア文化講座・福
祉住環境コーディネーター講座）に続き、
秋の講座（公開講座・食生活アドバイ
ザー講座）・冬の講座（日商簿記講座）
が開催される。
土曜講座は生涯学習の一環として、年

齢や学歴に関係なく学習したい方へ学習
機会を提供するもので、 代後半の方か
ら現役の高校生まで、毎週土曜日には、
幅広い年齢層の方が研究所で学んでいる。
なお、全ての講座があおもり県民カ
レッジの単位認定講座となっている。
特に公開講座では、普段学生に講義を
している大学短大の先生方が、人生経験

豊富な受講生の質問攻めにあうことも多
く、いつもの講義とは違う刺激を受けて
いる様子がうかがえる。
資格取得講座を中心に既に来年度の問
いあわせもあり、今年度の状況をふまえ
ながら、地域住民のニーズに応えられる
リカレント講座の開設に向け、検討を始
めている。

月 、 日の 日間、市内オフィス
において 経営ビジネスセミナー が開
催された。このセミナーは経営の革新・
業務改善や新規事業の展開に取り組もう
とする経営者・管理職を対象としたもの。

人間健康学部では本年 月より、特定
非営利法人日本トレーニング指導者協会
（ ）認定資格 トレーニング指導者
受験資格取得が可能となる養成校となっ
た。北海道・東北地方の大学では第 号
となる。 トレーニング指導者 とは、
一般人からトップアスリートまで、あら
ゆる対象や目的に応じて科学的根拠に基
づく適切な運動プログラムの作成と指導
ができる専門家であることを証明する資
格。本来、トレーニング指導者を受験す

るためには 主催の講習会への参加
が必要となるが、本学部においては指定
された本学開講科目を受講し単位を修得
することで受験資格を手にすることがで
きる。余計な費用がかからずに受験資格
が得られ、一度得た受験資格については
現在のところ期限が設けられてはいない。
あくまで受験資格なので合格するために
はさらなる努力が必要となるが、トレー
ニング指導者を目指す学生や、将来ス
ポーツ関係の職を目指したい学生にとっ

ては資格取得が目標のひとつとなり、費
用面と併せて受験機会も確保され、学生
にとって大きなメリットとなるはずだ。
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八戸市東運動公園野球場で 月 日開
催された少年野球教室に本学硬式野球部
員がコーチとして招かれた（対象 八戸
市内小学生 名参加）。開催当日は、
月中旬とは思えない秋晴れのもと 時か

ら 時まで行われた。受付を
済ませた開講式を待ちきれな
い子供たちが続々と球場内に
足を踏み入れ、キャッチボー
ルなどしてやる気十分な様子
であった。指導内容は、野球
の楽しさを伝えることをモッ
トーにウォーミングアップか
ら始まりキャッチボール、大
学生によるデモンストレー
ション（シートノック、バッ
ティング）、守備基本練習、

たのか、左中間への 本のみという結果。
それでも小学生からは、歓声が上がりな
んとか大学生のプライドを保つことがで
きたようだ。この野球教室での指導は、
今回で 回目となるが、小学生へ教える
ことで大学生も初心に帰り、野球の楽し
さ、基本の大切さを再確認する場として
とても有意義な時間である。今後も招か
れる限り参加を続けていきたい。

月 日は、中学生対象の野球教室に
参加予定

今年度の海外研修は北アメリカの三つ
の大きい都市（ロサンゼルス、シアトル、
ビクトリア）を訪れた。特に現地大学の
留学生の英語授業での交流は、とても良
い体験であった。他のアジアの国の留学
生は英語を学ぶ姿勢が積極的で、自分か
ら質問をし、間違いを恥ずかしがらずに
大きな声で英語を話している。その姿に
学生たちは大きな刺激をうけていた。

ホームステイも一人一人が違う経験をし、
アメリカという国は、多くの人類がおり、
日常の食物、習慣、宗教、思想は家族に
よって違うのだということを感じとるこ
とができたと思う。また、研修期間中に
は 課題 を学生に与え、誰の手伝いも
なしに、自分の英語を実際に試した。通

していたが、最後まで頑張って、自分の
力だけでやりとげていた。自分の英語が
通じた時の喜びや、目標を達成したこと
で、自身の英語力の強い自信につながっ
たと確信した。普段の英語教室ではこの
ような実際的な経験はできないので、海
外研修は本当にすばらしい体験だと思う。

バッティング基本練習を行った。デモン
ストレーション（バッティング）では、
ホームランを見せるということで、 名
の選手が名乗りをあげたが、小学生の前
で良いところを見せようと力が入り過ぎ

昨年・今年と
行われた、第
回・ 回読売書
法展で二年連続
入賞した。正直
なところ驚いて
いる。読売書法
展というのは古
典・伝統の書を
伝承し書道の発
展・向上を図る
ため、最高水準
の公募展を目指
し 年に始ま

り、質・量ともに国内トップを誇るもの
である。学生レベルで入賞することが困
難といわれるこの作品展に、二年連続で
入賞できたことは本当に光栄なことだ。
書法展に出展する作品は、 漢字・か

な・蒙刻・調和体 の四部門に分かれ、
各自がその中より選択する。たった一つ
の作品を手がけるのだが、その作業は量
もさることながら、精神力・集中力を非

りがかりの人に道
を聞いたり、スー
パーの店員に食品
探しを頼んだり、
郵便局で手紙を出
したり、レストラ
ンの予約をしたり
など。皆、緊張は

常に消費するので、わずかな時間の中で
よりよい作品ができるよう常に心がけて
いる。
自分自身が納得できる作品にするには
いつも苦労するところだが、その分，結
果が出た時の充実感は例えられないほど
だ。これからも日々精進し、書道に向っ
ていきたい。



八戸大学健康マイスターの認定式（称
号授与式）が大学祭初日の 月 日に開
催された父母の会の中で、ご父母や全教
員の出席のもとに行われた。
健康マイスターは、本学人間健康学部
の教育方針に基づき、健康に関して幅広
い分野、具体的には 食・栄養 、 運動 、
心理 、 医療・福祉 などの知識・技

能を習得し、かつ人物が優れた者を評価

認定することによって、学内及び地域の
健康活動に積極的に関与していくことを
目的としたもので、各分野の関係科目の
成績において 優 の割合が 割以上、
更に研究演習担当教員の推薦がある者に
称号を与える制度で、今年度から新たに
設けられた。
認定式では、ご父母に対するこの制度
に関する説明ののち、同学部の畑山俊輝

学部長代行が受
賞者全員を呼名。
鈴木宏一学長が
出席者全員に認
定証書と認定証
（首下式ネーム
カード）を授与
し、その後 人
ひとりと写真撮
影をした。

月より、八戸テレビ放送で八大生・
八短生が作る番組 ハチバン！ の放送
が開始した。 ハチバン！ は、学生サー
クル が中心となり自主制作
している番組で、学生視点から学院の教

育施設や学生・生
徒・子どもたちの活動を紹介していく。
第 回目の放送では みんなだいすき、

ほしのこのなかま をサブタイトルに、
八戸短期大学附属幼稚園・聖アンナ幼稚

キャリアサポート研究会は、県内 つ
の大学および青森県教育庁生涯学習課の
方々と一緒に、高大連携支援事業 カタ
リバ を行っている。

カタリバ とは高校生に対し、親や
先生などの縦の関係ではなく、また友達
との横の関係でもない、少し大人な大学
生からの斜めの視点で、進路や悩みにつ
いて一緒に考えていく活動である。
大学生は三八地区、弘前地区、青森地

区の つに分かれており、
各地区で研修会などを通
し、コミュニケーション
技術や企画、運営能力を
学んでいる。
企画を進めるにあたっ
て、準備や各大学の学生
を つにまとめるなど大
変なこともあるが、それ
以上にやりがい、達成感

先生へのインタビューも行った。
また、番組最後にインフォメーション
コーナーを設け、学院内の各学校の行事
を紹介している（初回は学園祭（光星祭・
光華祭・秋桜祭）の 等を放送）。

の奮闘成果は、放送で。

が大きい。企画終了後にみせる高校生の
表情は、いきいきとしている。その表情
を見ることが何よりの喜びである。普段
は違う大学に通う大学生が一ヶ所に集結
し、 つのことをやり遂げるということ

は、たくさんのメリットがあり、スキル
アップにもつながる。
これからたくさんの企画をこなすと共
に、こうした活動に積極的に取り組む大
学生を増やしていきたい。

園・第二しののめ幼稚園の紹介、
八戸短期大学の学生と光星学院
高校の生徒の幼稚園での実習風
景を収録。

は、番組制作に
あたり、同様に自主制作をして
いる地元グループの取材現場を
見学し、取材方法・編集機器な
どを検討。学生自身が番組構成
を考え、各幼稚園の行事に出向
き様子を取材したほか、園児・



八戸大学の選手を主体とした青森県国
体選抜成年男子は青森県勢として 数年
ぶりの国体出場への快挙を成し遂げた。
大分国体に出場にあたっては 月 日
月 日まで山形県天童市で開催され

た東北総合体育大会（ミニ国体）での予
選突破が条件であった。青森県選抜は
月上旬から強化合宿を行いミニ国体に臨

陸上競技・男子走り幅跳びの青森県代
表として大分国体に出場した。
結果は、 で 位。正直、県代表

としての務めは十分に果たせず悔しさが
残る試合ではあったが、八戸大学の名前
を全国の舞台に持っていくことができた

んだ。大分国体への出場枠は東北地区で
枠のみであり、どの県も強敵であった
が大学生と高校生で構成した青森県選抜
は連日炎天下で行われた試合でも積極的
に試合を進め、岩手県選抜に で勝
ち、宮城県選抜にも で勝利を収め
リーグ首位で大分国体への切符を手にし
た。八戸大学の選手を中心とした青森県
選抜として 年目の成果であった。
大分国体は 月 日の開会式を皮切り

に各会場にて熱戦が行われた。成年男子
サッカー競技は全国から予選を勝ち進ん

月 日 ・ 日 に第 回八戸大学
秋桜祭が開催された。今年のテーマは 秋
だ、祭だ 八大だ！ 。八戸大学から元
気を発信しようと言う思いから 祭 を
キーワードに大学祭実行委員会が中心と
なり企画。今回の秋桜祭は、今年の 月
末に完成した総合実習館を中心にレイア
ウトされ、 階のエントランスホールは
紅白横断幕や、祭の文字の入った提灯が
並び、体育館の装飾にはっぴが使用され

るなど、 祭 を連想させる装飾が目を
引いていた。
模擬店広場では、焼きそばや焼き鳥な
どこれぞ模擬店 と言う物から、ハーブ

いた。
その他にも第二回八戸前沖さば創作料
理コンテストが開催されるなど、連日多
くの人で賑わいをみせていた。

を使用した、たこ焼きやノンアル
コールカクテルなど工夫を凝らした
物まで多くの店が並び賑わっていた。
総合実習館では、研究展示、体験
コーナーが行われ、日ごろ学生達が
ゼミなどで研究している事を展示、
実演し、ステージイベントでは、ダ
ンスサークル 、軽音楽部が熱
いステージで会場を盛り上げ、種市
海鳴太鼓のみなさんの時には優しく、
時には激しく生の迫力ある太鼓に来
場者のみなさんが足を止めて聴いて

選抜は試合開始早々から試合を優位に進
め何度も決定的なチャンスを造った。ま
た、元 リーグ選手を含めた静岡県選抜
は試合巧者で徐々に試合の主導権を握る
試合展開となった。前半は青森県が優位
に試合を進めていたが、一瞬の隙を突か
れて静岡県選抜が先取点を奪い前半を折
り返した。前半は当初の試合展開とは異
なり選手も多少は迷いがあったが、後半
は同点以上の結果を残すため、更に積極
的に試合に臨んだ。その結果、後半半ば
に体力的に落ちた静岡選抜から得点を奪
い同点に追いついた。その後一進一退の
攻防が続いたが、静岡選抜は豊富な試合
経験を生かして、再度、決勝点を奪い

で青森県選抜を振り切り 回戦へ駒
を進めた。
今回の大分国体を振り返ると青森県勢
としても念願の国体出場であり、初戦突
破を期待されたが他県は を主体と
した強豪チームが多かった。今後は今回
の貴重な経験を生かして、県勢のレベル
アップのために本学サッカー部も日々の
トレーニングに励み、再度、国体に出場
し上位進出を目指したいと感じた大会で
あった。

のは素直に嬉しかった。
大学 年目に、これまで積み重ね
てきた努力が、大きな成果を生むこ
とに結びついたと思っている。今後
も競技者として陸上競技を継続して
いこうと考えているし、後輩たちが
続いて全国大会でも活躍してくれる
ことを強く願う。共に頑張っていき
たい。

だ チームが主会場となる中津
市に集まった。
青森県選抜もチームの調整を
図るため大会 日前に現地入り
した。初日は残暑で南国を思わ
せる天候であったものの大会期
間中は雨天続きの天候が続いた。

回戦の相手は優勝候補で
サッカー王国と称されている静
岡県選抜であったため、選手は
若干の緊張はあったが、青森県



月 日 、 日 の 日間の日程で
南部道楽フェスティバル が、八

戸市中心街と市役所前広場で盛大に開催
された。

日 は廿三日町から三日町に掛けて
の通りで 道楽パレード が行われ、そ
の参加チームの一つとして、短大生 名
が日本舞踊 泉彩菜 社中の子供たちと
一緒に 八戸小唄流し踊り を披露した。
そのあとを八大生約 名と八短生 名が
今年の三社大祭に参加した吉田産業グ
ループの 山車 を引き、会場を盛り上
げた。パレードは多少風があったものの
好天に恵まれ、買い物の為に街に出てい

た沿道のお客様から盛大な拍手をいただ
いた。この日のために練習を行っていた
学生たちも満足のいく踊りが出来たよう
である。

日 は、多少小雨が降るあいにく
の天気だったが、三春屋前の路上で
ニュースポーツ体験 が開催された。

八大生 名と八短生 名がスタッフとし
て参加し、来場した子供たちに ビーン
ボーリング などの新しいスポーツの手

月 日 と 月 日 の 日間にわ
たり、第 回八戸短期大学 光華祭 が

盛大に開催された。昨
年度は、来場者数が
人を越え過去最高

数となり、沢山のお客
様を迎えることができ
た。今年度は、昨年の
勢いを止めず 光華祭
をより盛り上げていき
たい、という思いを込
め 八短
というテーマを掲げ、
学生祭実行委員会を中
心に約 ヶ月間にわた
り準備をしてきた。

光華祭 の内容は、

園や一般企業などによる展示。あすなろ
会のアンパンマンショー、ウィンドアン
サンブルコンサートやチアリーディング

などのステージ発表などを沢
山盛り込み、親子連れでも楽しめる企画
を幾つも揃えた。特に幼児保育学科企画
の こども百貨店 では、お買い物ゲー
ムや造形製作を取り入れたアイディアあ
ふれる企画を揃え、子どもたちから大人
気。ステージ企画でもアンパンマン
ショーが子どもたちから絶大な人気を
誇っていた。
来場してくださったお客様が笑顔で
帰っていただけるよう、学生たちは精一
杯のおもてなしをし、満足のいく学生祭
を終えることができた。

ほどきを行い、
充実した時間
を過ごしてい
たようである。

各学科の特徴を出した学科企画、ゼミ
ナール単位で運営した模擬店、附属幼稚



月 日 、ライフデザイン学科 年
の講義 旅行業法 旅行実務 で、
三沢空港の施設見学が行われた。この講
義では、三八五観光株式会社の小林一光
氏が非常勤講師として担当している科目

であり、社団
法人全国旅行
業協会 国内

付ロビー担当者は、 点以上が
必須になっていることを知った学生たち
は驚いていた。続いて見学をしたのが到
着ロビー。最後に見学したのが貨物倉庫。
飛行機によっては重さが決められている
ため、荷物を一括して量る機械に学生た
ちが全員乗り、その重さを体験した。
旅行関係の科目では 旅行業法 旅
行実務 の他に 旅行実務 観光
地理 の 科目があり、座学だけではな
く、こうした施設見学等を含めて講義を
進めている。

月 日 の午前中にライフデザイン
学科のボランタリディが開催された。毎
年恒例のボランタリディは、ライフデザ
イン学科としてスタートした平成 年度
から毎年行っており、鮫町にある水産科
学館マリエント周辺の清掃活動、中心街

にて実施した赤い羽根募金活動を行って
きた。そして今年度は、本学の隣にある
美保野中学校の清掃奉仕が午前中に行わ
れた。
各ゼミが グループに分かれ、玄関前

の草取り、玄関内のフロア、各教室前の
廊下と窓拭きを担当した。この清掃には

も学生たちは鎌を片手に草を刈り、まと
めてごみ処理場へ手際よく運んでいた。
学生たちは、慣れない手付きで約 時間、
清掃活動を一生懸命頑張っていた。

ライフデザイン学科の ・ 年生約
人が 月 日 の午後に まちなかモデ
ル講習会 を行った。本学と 法人
はちのへ地域再生シニア協議会モデルク

ラブ アン・オリーブ と共催し、十三
日町にあるジドバ夢ホールで開催された。
ライフデザイン学科では毎年ボラン

を受けた。
舞台表現に続きモデルレッスンが行わ
れ、学生たちはアン・オリーブの松山美
智恵氏の手解きを受けながら、綺麗に見
せるための立ち方やウォーキングに挑戦
した。慣れない立ち方や歩き方に学生た
ちは戸惑いながらも楽しんでいたようで
ある。

旅行業務取扱管理者試験 の合格を目指
し、標準旅行約款を中心に、各種約款に
ついて学習をしている。
三沢空港に着いた学生たちが最初
に見学したのは出発ロビーと屋上の
送迎デッキ。三沢空港内の滑走路や
奥に隣接している米軍基地の諸説明
を受けた。続いて事務室内を見学。
日頃見ることの出来ない事務室に
入った学生たち。受付ロビーとは異
なる裏方の仕事に耳を傾けていた。
外国人とのやり取りを行うために受

美保野中学校の生徒 名も参加。校内清
掃は、はじめに床の汚れ落とし。クレン
ザーを使用し、スポンジで擦り汚れを落
とし、雑巾掛けをして行っていた。床の
汚れ落としと並行しながら窓拭きや網戸
の汚れ落としも行った。玄関前の草取り

ティア活動を行っており、この日の午後
は特別授業として、舞台表現レッスンや
モデルのような綺麗な立ち居振る舞いの
基礎を学んだ。
舞台表現では、東京で舞台家として活
躍されている 仙台エス・オー・エス
モデル兼講師の戸石充氏から講演をして
もらい 話す時は相手の主張を良く聞き、
自分の言葉（声）がどう届くか意識しな
がら行うことが大事 などのアドバイス



平成 年度光星学院高校専攻科三団体
（ 後援会・ ・同窓会）の役
員および理事による親睦会が、 月 日
午後 時 分より八戸グランドホテル

にて開催されました。専攻科の教育事業
の後援および発展に寄与する目的として、
三団体の皆さんが交流するこの親睦会は、
平成 年から始まり今年で 回目を数え
ました。今回は三団体の方々と学校長は
じめ専攻科教職員あわせて 名の参加で

した。
椿鉄男 後援会会長の 各学校で

は少子化の影響を受け、生徒数が減少し
ていますが、これからも専攻科のますま
すの発展を願って教職員皆様のご協力を
お願いします との挨拶に続き、山西幸

子学校長から このような親睦会が
長く続くことはありがたいことで
す とお礼の言葉が述べられました。
松川敏雄同窓会長の乾杯により始
まった懇親会は、時間を忘れ各テー
ブルとも話題が絶えることなく終始
和やかに親睦を深め、あっという間
に予定の時間になりました。
梶浦春光 会長の締めの挨拶

により、今年度の三団体親睦会はお
開きとなりましたが、話の尽きない

自動車科の安全ラリー大会が 月 日
に行われた。この大会は 回の歴史を

かぞえ、伝統の大会にもなっている。競
技の内容は、スタート直前に渡されるコ
マ地図を見ながら制限速度で進み、三カ
所のチェックポイントを通過する際のタ
イム差で競われる。今年度は チームが
参加した。地図の見落としからコースか

ら外れて、迷うチームが数台あり、規定
のタイムからかなり遅れてゴールする場
面が多く見られたが、事故もなく全車が
無事にゴールすることができた。昼食後
の表彰式で各区間賞と順位が発表され、

今年度のラリー大会は終了した。
学生会では、この大会を伝統行事とし
て来年度以降も続けていきたいと思って
いる。

今回の研修旅行では、東京都青梅市の
盲老人ホーム聖明園曙荘を見学した。そ
こでは視覚障害があっても生き生きと自
律した生活を送っていることに驚いた。
聴覚や触覚を活かした生活を送れるよう

に工夫されていた。例えば手をたた
くと音に反応して、音声で時刻を知
らせてくれる時計、手すりに大中小
のビスが打ってあり、自分の部屋が
分かるように工夫されていた。また
利用者との関わりの中では、相手を
尊重し真心を込めて見守りながら、
接していると聞きました。クラブ活
動や音楽会を通じて地域との交流も図ら
れていた。
研修で、本間昭雄理事長の講話を聞い
て つの が心に残った。それは、
誠実に真心を持って接する 常に学習

する 専門的知識を学ぶ 笑顔 品格の

方々はこの後、場所を変えてさらに親睦
を深めたようです。
今後もこの会がますます活性化し、専
攻科の支援各団体の活動に理解を深め、
会員相互の親睦が図れるようにしていき
たいと思います。

つです。これは介護福祉士として大切
なことなので、日々の生活を振り返り、
この つの を身に着けられるように目
指していきたいと思った。



月 日秋晴れの中、新築となった光
星学院高等学校に当時の面影を懐かしむ
同窓生の方々が大勢集った。今年度は特
に、新築校舎見学会も企画され第 会場
と第 会場に分けての開催となった。

第 会場での総会は、
新築記念の時計台贈呈式
の紹介と中庭（スチュー
デントプラザ）でのアト
ラクションもあり盛大に

月 日、ア
ミューズ元会長の
大里洋吉氏が来校
した。アミューズ
は東京に事務所の
ある芸能プロダク
ションで、サザン
オールスターズ、
福山雅治など、
人ものアーチ

ストを抱える日本
を代表するエン
ターテイメント企
業です。そのビッ

グネームである大里氏が本校の体
育館で、 人の生徒に対し こ
れからの日本 若者へのメッセー
ジ というテーマで一時間半の講
演を行った。
大里氏はアーチストとの、興味
深いエピソードを交えながら、若
者の夢について語り、広い体育館
を回りながら一人一人の生徒にマ
イクを向け 君の夢は？ と尋ね
た。また、ご自身の体験から、 学
ぶ 事の大切さを強調され、生
徒に、生涯学ぶ姿勢を忘れてはな
らないという事を熱い口調で語り

かけた。 分
という長い時
間であったが、
大里氏の人を
引きつけるパ
フォーマンス
に、生徒、教
員とも、時を
忘れて聞き
入った。

開催された。第
会場は中村覺
理事長、歴代同
窓会会長ほか多
数のご来賓出席
のもと、八戸プ
ラザホテルアー
バンホールにて
恒例の総会・懇
親会となった。
豊島典興同窓会長は、 年後

の同窓会 周年記念大会への会

員の協力要請を熱く訴え、校歌の大合唱
と万歳三唱で成功裏に終了した。



今年度の 研修旅行は、 月 日
に実施した。テーマは 芸術鑑賞と地

域の食育に関して でした。芸術鑑賞と

して、岩手県立美術館に於いてモディリ
アーニの選りすぐりの 点を見ることが
出来ました。彼の作品の中でも極めて質

本校 の方々と教職員による朝の
一声運動が 月 日、 月 日、 月
日の三回行われた。 役員の
方々は、朝早くからこの活動に参
加し生徒一人一人に笑顔で明るく
元気に声をかけていた。声をかけ
られた生徒は普段とは違う光景に
戸惑いながらも元気に挨拶を返し
ていた。挨拶に対する意識を高め
るためにも有意義な 役員と
教職員による一声運動でした。

の方々には朝早くから一声運

の高いものが一堂に会することは、
世界的にまれでモディリアーニ芸
術の真髄にふれることの出来るま
たとない機会を得て全員が感動さ
せられた。また、食育に関しては、
盛岡の東屋にて そば の会席を
堪能。中には今までに見たことも
ないそば料理もあり驚いた。そば
は、古くから脳卒中の予防でもあ
り改めて成人病を防ぐためにそば
の価値を今一度見直す必要性も感

じた。花巻のマルカン百貨店の大食堂で
は一番人気の 段ソフトクリームに挑戦
するなど大変有意義な研修旅行であった。

動の教育活動に協力してもらい感謝して
おります。

月 日 ・ 日 の 日間の日程で、
新校舎で初めての文化祭 光星祭 が開
催された。昨年は校舎の工事のため開催
できず、二年ぶりの開催となりましたが、

名の来場者を記録し、大盛況の 光
星祭 となった。
従来の各科展示、文化部展示、模擬店
の他に、多種のイベントを用意して実施
した。初の試みとして 日 の夕方に中
夜祭と銘打って、カラオケ決勝大会や・
ドリームドーム点灯式・ 光星ア
ウォードが行われ、最後に花火大会と趣
向を凝らしたイベントが実施された。間
近で見る花火は迫力があり、生徒達の大
歓声に包まれ中夜祭は終了。 日 は八
戸市出身のアーティストのタカチャを招
き、体育館でライブが行なった。会場は

大きな盛り上がりを見せ、タカチャと観
客が一体となる素晴らしいライブとなっ
た。
新しい校舎・新しいイベントと来場者
には十分楽しんでもらえた光星祭となっ
たと思います。最後に光星祭に携わって
頂いた全ての方に感謝いたします。あり
がとうございました。



月 日 から 日 まで八戸市を中
心に県高文祭が行われた。
総合開会式は八戸市公会堂で行われ、
第 部式典で、本校書道部が青森県高等
学校文化部活動奨励賞、東京青森県人会
高等学校活動特別賞を受賞した。第 部
交換会では、和太鼓などのパーカッショ
ン演奏をベースに展開され、三八地方の
歴史をたどりながら歌、踊り、語り郷土
芸能、ミュージカル等の発表があった。
今大会には、本校から 部門に参加し
た。

八戸市福祉体育館で開催され、全国大
会参加作品と漢字の書・仮名の書・漢字
仮名交じりの書・刻字・篆刻という多彩
な表現を通した作品が、県内 校 作
品が展示された。審査の結果、武部麻美
（ビジネス科 年）さん・奈良佳織（ビ

ジネス科 年）さんが入賞した。

東奥はちのへホールで開催され、アナ
ウンス・朗読・ラジオ番組・テレビ番
組・研究発表の 部門でコンテスト形式
で発表した。
アナウンス部門に木村安王（普通科
年）さんが参加した。

八戸市公会堂でマーチングバンド・バ
トントワリング部門と合同で開催された。
開会式に先立ち市内のパレードに参加、
市内私立高校の合同で戴冠行進曲 王
冠 を演奏した。

今年度は、文化庁の後援事業の 文芸

道場北海道・東北ブロック大会 を兼ね
て、アピオスあおもりで開催された。詩、
短歌、俳句、等のジャンルで県内各高校
から寄せられた作品の中から審査された。
散文部門で、分枝健太（保育福祉科 年）
君が入賞した。

インターアクト部では、奉仕活動とし
てさまざまな活動を行っている。部員一
人ひとりが、人の役に立つことの大切さ、
自分にも力になれることを実感できる機
会としている。
今年度の活動は、春のクリーン大作戦
から始まり、緑の羽根募金活動（ 月）、

月から月一回の リトルエンジェ
ル の活動、古切手回収のための回
収箱作り、湊高台地区連合町内会の
敬老会 の奉仕活動と赤い羽根共

同募金などです。
毎月一回、土曜日の午前中、 リ

トルエンジェル に通う小学生の学
習会の補助に出かけている。子ども
達は、遊びを通して社会性を学んで
いますが、

月 日
当日は、雲一つない晴天だった。

作業の前に、先生から作業の内容を聞
くととても大変そうな感じがした。
だが、いざ作業を行って見ると、地域
の関係者の方々の力も借りてシ ト張り
がとてもスム ズにできた。でも安心し
たのもつかの間で、突風が吹きせっかく

気持ちが良かったのと、同時にやり遂げ
た達成感を感じました。
今回、このボランティア活動を通して
地域の人達と一緒に働き貴重な体験がで
きて良かったです。来年は、後輩達の
張ったシ トの上で花火を見たいと思い
ます。

張ったシ トが飛ばされてしまうハプニ
ングがあり、大変な思いもしました。そ
れでも無事にシ ト張りも終わり、モッ
プで水拭きをしました。
この作業もみんなで力を合わせて頑
張って結果予定より早く終わることがで
きました。
作業が終わった後に、シ トの上に寝

ころがったとき、空高き昇る太陽を見て

集めた古切手を今年 月に財団法人日本
キリスト教海外医療協力会に送った。今
年度も引き続き回収しており、回収箱も
校内に 個設置し、全校に呼びかけてい
る。さらに、 時間テレビ・愛は地球
を救う の募金活動に参加した。
そして、現在、赤い羽根共同募金を
行っている。光星祭での部の展示場所に
募金箱を設置し、協力を呼びかけた。募
金期間はまだですので、引き続き活動し
て善意の輪を広げたいと思っている。

私たちは子ども
達と触れ合いな
がら、楽しい時
間を過ごしてい
る。また、古切
手の回収を去年
から始め、去年



月 日宮城県岩沼市総合体育館で行
なわれた 日本選手権
チアリーディング大会東北予選会でチア

リーディング部 は大会 連覇
を果した。
チアリーディングは 相手より点数
を多く取る、敵を倒す といった闘うス
ポーツとは異なり、いかに観客を魅了し、
ひきつけることができるか を競う 表
現競技スポーツ（見せるスポーツ）です。
チアリーダー達はこのスポーツを通して、
相手を思いやる心と強い精神力、心の豊

平成 年度は、王座奪還にむけ全精力
を注ぎ、年度初めには初の試みで、京都
の宇治へ修行に全員で行き精神面を我々
指導者も共に鍛えた。シーズンに入ると

かさを学んでいきます。まさに、心身（心
と体）の育成の理に適った、これからの

強化練習期間を設け夜の 時頃まで練習
をしたこともあった。しかし、春の県大
会では準決勝でライバル校に敗れ、さら
に鍛錬を重ね挑んだ夏の甲子園予選でも
決勝で同じ高校に完敗し、これからどの
ようにしたら勝てるのか一時は途方に暮
れた。
しかし、諦めるわけにはいきません。
先輩達が残してくれた財産を受け継ぎ
・ 年生が立ち上がってくれた。新

チーム発足当初は練習試合をするたびに
ボロ負けでしたが練習に練習を重ねつい
に秋季青森県大会では決勝戦で青森山田

高校をやぶり 年ぶりに優勝することが
できた。選抜甲子園大会の予選でもある
東北大会でもその勢いにのり 年ぶり
回目の優勝をすることができた。チーム
が一丸となり素晴らしい試合をすること
ができた。今年は“挑戦”と“自立と自
律”をスローガンにこれからも奢ること
なく頑張っていきたいと思う。

青森県の覇者として臨んだ第 回秋季
高校野球東北大会で、 年ぶり 度目の
優勝を飾り、この来春の選抜甲子園大会
出場の参考となる大会を制したことで、
年ぶり 度目の春の甲子園出場がぐっ

と近づいた。
東北大会で光星学院高校は、初戦を
コールドで勝利し、続く 回戦では延長
の末、接線をものにした。その勢いをかっ
て、準決勝、決勝では危なげない試合運
びで快勝！ 年ぶりの優勝で、宮城県名
取市スポーツパーク愛島球場まで応援に

かけつけた野球部の父母会の方々や、高
校で朗報を待っていた既に夏で引退した
年生及び教職員が喜びに湧いた。
年前、プロ野球の読売ジャイアンツ

に入団した坂本勇人選手らが主力だった
ころに春の選抜甲子園に出場して以来、
年ぶりの 度目の甲子園出場が濃厚と

なった。
ここ数年、夏の青森県大会でも、決勝
の常連だった光星学院高校、決勝に勝ち
進めない年もあったり、勝ち進んでも決
勝ではなかなか勝てず、甲子園から遠ざ
かる苦しい時代が続いたが、今回の大会
では今までのその悔しさを晴らすような
戦いぶりだった。
それは、チームプレー精神、チーム内
の信頼関係を強固にしてきたことが、優
勝の原動力となったのだろう。
その原動力となったチーム内に芽生え
た厚い信頼関係のもと、選手、監督、ス
タッフらは今も春の甲子園出場を見据え、
練習に余念がない。

新しい活動のスポーツといえます。
私達は 支え合う心（チアスピリッツ）

を大切に！ これからも頑張ります。



月 日 、本校では今年度も地域社
会の伝統ある歴史と文化に触れ、地域の
人々との交流を図り、協調・奉仕の精神
を養うことを目的として のへじ祇園ま
つり に山車を製作し、参加することに
なった。
今年の夏祭りのスローガンは、 ふる

さとの風と歴史を感じて 聞こえてくる
祇園の調べ であった。生徒約 名、
職員 名、保護者 名の合わせて 名
の参加で、準備期間を数えると約 ヶ月
を経過しての出陣であった。
今年の山車の題材は、 藤原秀郷、大
百足退治 で製作に当たり、大百足をど
のように表現したらよいのか、また百足
の顔（頭）をどのように製作したらよい
のか、苦心した。山を一回りするくらい

の大百足を、いかに迫力のあるも
のにしたらよいのかと、一週間ほ
ど山車作りの生徒、職員で検討を
重ねた。題材となった藤原秀郷は、
実在した人物で、秀郷が平将門の
左目を射抜いたことから、百足退
治の伝説が生まれたと考えられて
いる。
実際の山車運行では、弓を射撃
つ秀郷の姿と大百足が迫って来る
様子に沿道の注目を浴び、好評を
得た。今年はまつり祭典部から特
別賞の 若祇賞 をいただき、本校関係
者一同喜びの表情にあふれていた。
また 関係では、母親委員会のお
母さん方が、参加した生徒、職員への給
食サービスなどの、支援をしてもらった。

青森県では今年度人権教育・学習推進
事業を実施している。野辺地町でも推進
委員会を立ち上げ、事業を実施しており、
その一つとして 月 日 日の一泊
日で高校生を対象に学習会が行われた。
事業趣旨は、高校生を対象に自己肯定

感やコミュニケーション能力を高める学
習をとおして人権感覚を磨き、自分の未
来について希望、目標を掲げることが出
来るようになることを目指すものであっ
た。
野辺地町にある森林センターに於いて
行われた学習会に 名の生徒が参加し、
時から 時までと翌日は 時 分から
時までハードなスケジュールの中で真
剣に講師の指導を受けていた。途中には
バーベキューや盲目のミュージシャンの

ライブがあり、気分転換を図りながら
ワークショップをとおし、今の自分は？
未来の自分は？働くこととは？について、
深く考えることが出来たと感想を話して
いた。特に進路について決める時期にあ
る 年生は参考になったという。
今まで経験したことのないこのような
ワークショップに参加したことは、生徒
達の心の深い部分に影響を与えてくれた
と思う。

このほど、本校恒例の 野西高祭
が 夢 のテー
マの下、 月 日 に開催された。
一般公開は日曜日だけであったが、
晴天に恵まれ、多数の来校者を迎え
盛会の内に終了することができた。
内容は例年通りで、総合学科展・
文化部展・クラス展・模擬店・
食堂などを中心に公開となった。
今年の話題はクラス展の復活であ
る。スペースの関係で昨年まで展示
の場所が限られていたが、数年ぶり

に展示会場が増え、 学年のクラス展が

想を述べていた。
学校行事の精選が叫ばれる中、いつま
でも来校者に歓迎されるような文化祭を
目指して、 今後も知恵を絞ります と
生徒会・職員の声が聞かれた。

この のへじ祇園まつり には、今年で
回目の参加となり、本校の恒例行事と
して定着している。これからも野辺地町
の伝統ある 祇園祭の精神を生徒たちに
実感させ、継承していきたい。

復活し、彩りを添えた。
また前年度が夏の開催ということで、
模擬店など品目に工夫が必要であったが、
今年は本来の秋の開催となり、実りの秋
にふさわしい開催となったことも話題に
のぼった。
来校者の感想は 久しぶりに学校を訪

ねました。懐かしい！ という卒業生の
声や 子どもの学校を訪ねるのが楽しみ
で、面白く見て回りました。 などの感



現在、小中高、短大・大学とあらゆる
学校で自己点検評価が進められている。

平成 年 月に 幼稚園における学校評
価ガイドライン （文部科学省）が発表

を果たしていること）を踏まえ、本園の
実情に即した計画、実行の流を 、 、

、 に沿って発表した。
実行に当ってのポイントは、年度の重
点目標を定めること、評価項目を決める
ことの 点が挙げられる。本園では重点
目標を 行事の見直し とし、評価項目
を教員用は 項目、保護者用は 項目掲
げた。発表が終わった現在、これらの項
目は更に精選する必要があると思ってい
る。 、 にもさまざまな問
題点があることが分かってきた。
本園は、開園 年目の若い幼稚園とし
て 学校評価 を基盤築きの一環ととら
えて、積極的に実践していきたいと思っ
ている。

され、 学校評価
が一定の基準にそっ
て行われることに
なった。
実践に先立ち、本
園は東北地区私立幼
稚園教員研修大会で
学校評価 の発表

を行った。私立幼稚
園の特性（ 私立と
して独自の経営理念
があること 園児
募集の際、園の方針
や年間行事等を地域
に公開して説明責任

聖アンナ幼稚園では、行事を少しずつ
見直し改革を試みている。親子ふれあい
デーもその一つです。子どもが主体であ
ること、準備に追われ子ども本来の生活
がしにくくならないこと、子どもが子ど
もなりに行事を感じとれること、そして
子どもの成長した様子を伝える場である
ことなどがあげられる。
今年度の親子ふれあいデーは、平素の

くという感じでいいわね という感想も
聞かれ、親子で一日楽しく過ごしてほし
いという願いの行事は成功といえるので
はと思っている。今度いらっしゃいませ
んか。

教育を大切にしたいという思いから、作
品展示数は、子どもに無理のない範囲に
止めた。その結果、保育を特別に崩すこ
となく、その中で絵画や製作を経験する
ことを工夫したことは、発達を継続して
いく意味で効果的だったと思っている。
当日は、作品を見ながら聞いてあげる
姿はほのぼのと暖かい家族の様子が伺え
た。年齢の差がよくでていますね。 う
ちの子も昨年より描けていて、こういう
ことなんですね という発達を理解する
保護者の声も嬉しく思った。この日を楽
しく過ごせるように用意された一坪
ショップやお買い物ごっこ、ミニコン
サートも好評。 外国みたいに路上で聴



月 日 ・ 日 、一泊二日で実施
されたお泊り保育。年長組ぞうさんチー
ムにとってはドキドキわくわくのイベン
トとなりました。
夕方 時 分には一人また一人と布団
を入れた大きな荷物とともに集合。 家
族と離れ、一人で大丈夫かな？ とご父
母の中には不安そうな様子を見せた方も

おりました。
夕食のメニューはカレーライ
ス・ポテトサラダ・フライドポテ
ト・唐揚・麦茶、そしてデザート
は自分で作った パフェ です。
デザート作りは先生の指導の下、
透明なカップにきれいに材料を入
れ、仕上げはチョコシロップをか
け出来上がり。しばらく冷蔵庫で
冷やして美味しくいただきました。
夕食が終わると歯磨き、そして

飛ばす子、お友だちの布団に寝ている子、
度回転する子、風邪を引かないように
何度も何度も布団を掛けなおし、びわの
の夜は静かに更けてゆきました。
翌朝、 おはよう の声が聞こえ、布

団を片付け身支度を済ませた後、みんな
でラジオ体操をしました。朝食前の散歩
では園の側溝に巨大おたまじゃくしを発
見し、大騒ぎする子どもたちは朝から元
気一杯です。
用意したおにぎり・おひたし・しじみ
の味噌汁の朝食はどの子もしっかりとと
り、午前 時には 大丈夫でしたか？
と言いながらおうちの方々が次々にお迎
えに来られました。
子どもたちの笑顔を見て、おうちの方
も安心なされお泊り保育の楽しい思い出
を話す帰り際の親子の姿は何よりうれし
い姿でした。

豊かな成長・確かな保育 を掲げて
いる本園では、十文字学園林建造氏の造
形教育三系論 つまり豊かなイメージを
創る想像の系。イメージを具体化する技
術の系。教師と子どもが思いを共感共有
する伝達の系を柱に、文字もなく、語彙
も少ない幼児の誰もが、自分の思いを伝
え、描いたり創ったりの造形表現をとお
して、喜びと自信が育っていくことを信
じて教育活動を実践しています。

のびのび・すくすく・ぐんぐん に
は、年少児は、園生活の全てをのびのび
と楽しむ。年中児はさらにすくすくと育
ち力を付ける。年長児は、園の牽引役と
同時に、小学校進学を喜びで待てる逞し
さと力をぐんぐん伸ばしたいとの教師の
思いが込められています。
日々の活動の中でも、子どもたちは行
事が大好きです。私たちは、行事に取り
組む過程を行事の連山縦走と捉え、子ど
もたちと一緒に、ある時はじっくりと、
ある時は楽しみながら頂上までの間で、
その子なりの成長を見つめながら進めて
います。

今年は、年中組は、園庭にじゃがいも
を植え、小さなジョウロで水をかける姿
が見られました。やがて芽が出て葉にな
り花が咲いた 月。芋ほり体験です。う
わーこんなに大きいよ の歓声。すぐに
描いた絵を通して子どもたちの喜びが更
に増幅され伝わってきました。他のクラ
スの子や先生にも 見てみてぼくの絵私
の絵 とにっこり顔で、自分の思いを話
してくれる喜びの顔は何とも言えません。
園活動を通して感じた子どもたちの
メッセージを、友だち保護者に見て頂き

友だち家族への強い愛と信頼を育み自信
と意欲を強めると考えています。
月には、恒例の造形展 のびのび・

すくすく・ぐんぐん展 が行われ、園内
には、千点を越す作品が展示され、子ど
もたちの心の声を父母の皆さんにご覧頂
き、子どもの様子等担任から聞いていき
ました。
表現は、運動、音楽、絵本、知的活動
と多種多様です。私たちは子どもたちの
思いや見えない心を、見える形で表現さ
せ語らせたいと願いながら、ご家族の皆
さんとの交流を深め、今日の喜びが明日
への期待につながる幼稚園でありたいと
考えています。

楽しみにしていた花火大会へ。浴衣に着
替えた子どもたちは我先にと外へ飛び出
し、晴れ上がった夏の夜空の下、花火を
片手にはしゃぐ声が響きました。
午後 時、寝間着に着替えて就寝。心
細くて泣き出す子もいるのではという心
配は取り越し苦労でした。 時間後には
みんなスヤスヤと眠りにつき、布団を蹴

たい思いで 階の階段は、月変わりの常
設ギャラリィーになっています。子ども
に歯自分の思いを他に伝えれる喜びは、



今は、ビジネスの面白さを味わってい
るという鎌田尚さんは、八戸大学 回生
であり、同大学商学部を卒業後、八戸漁
連へ就職。その後独立して、地元八戸市
に水産物の加工・製造・販売の会社、
マルキョウスマイルフーズを立ち上げた。
大学時代には全く水産業には興味がな
かったという鎌田さん、就職バブルと言
われた時代、卒業と同時に将来的に安定
しているだろうと思って八戸漁業協同組
合連合会（八戸漁連）に就職した。そこ
で培った水産業のノウハウを今に活かし、
ビジネス家として転身した。
独立の転機となったのは、将来的に安
定しているだろうと思っていたその八戸
漁連が経営難で民事再生法が適用になり、
働く場所がなくなり途方にくれていた。
そんな時に、励ましてくれた八戸の同業
他社の人たち、日本全国のお得意様の
方々で、心細かったときのあたたかい声
は大きな力になった。そんな仲間達に囲
まれていたことが今の会社を立ち上げた
大きな要因になっていたのかもしれない。
その時には、この水産業界が離れられな
い存在になっていた。
自分が代表取締役を務めるマルキョウ
スマイルフーズは、主に八戸港に水揚げ
されるたくさんのイカの加工品を製造販
売している会社で、八戸市内の小中学校
への給食物資やスーパー・生協などへ素
材を納入している。また、独自の視点か
ら市場調査を行い、安心安全、美味しく
健康に食べること、子供のときから健全
に食べること考えメニューに提案し、魚

介せんべいなど新製品の開発などを積極
的に行っている。さらに独自の凍結庫を
建設するなど事業も徐々に拡大しつつあ
る新興の水産会社である。
鎌田さんは、今の生活は、すべてにお
いてビジネスが優先されている。とにか
く今は、趣味が云々というよりもビジネ
スの面白さを感じている。
将来的には、地球に優しい、身体に優
しいをモットーに商品作りを心がけ、水
産加工を志す人たちに目標とされるよう
な企業として、製品力・衛生面・働きや
すさ・将来性など明るく柔らかいイメー
ジ・実力を身につけるため頑張っていき
たいと話す。

長をやるようになって、責任はもちろん
のこと、 のお母さん達と意見交換
をすることによって、自分自身、他人の
話を聞けるようになり、子どもを持つ親
御さんたちの気持ちを多岐にわたって悟
れるようになったという。
また家庭では、奥さんと 人の娘さん、

一人の息子さんのお父さんで 人家族。
最近の出来事で嬉しかったのは、息子さ
んが在園していた八戸短期大学附属幼稚
園で、卒園証書が第 号だったのがラッ
キーだった。と話す。鎌田さんの子供た
ちは、一番上の娘さんが光星学院高校チ
アリーディング部で活躍し、下の娘さん
と息子さんもしののめ幼稚園、八戸短期
大学附属幼稚園を卒園、若しくは在園し
ている。

そんな鎌田さんは、高校と大学時代に
硬式野球部に所属し、常に 番バッター
としてチームの中心選手として活躍して
きた。そのようなところから、会社を経
営する傍ら、光星学院高校硬式野球部
会副会長、八戸大学硬式野球部 会

幹事として、光星学院高校、八戸大学硬
式野球部を支えてくれている。また、そ
の他にも白鴎小学校 会長を 年努
めている。（今も継続中）特に 会

鎌田さんは今年、母校である光星学院
高校の校舎が新しくなったことで、光星
祭にも来場。
その印象をこう語る。昔の学園祭とは
イメージが違ったけど、明るい雰囲気が
あって、何か新しいものを感じるし、学
校自体に意欲を感じた。この意欲を大事
にし、高校及び大学の後輩達には、きち
んと進む方向を見定めて頑張ってもらい
たい。
可能性は待っているものではなく、自
分自身が努力して作っていくもの。と
エールを送ってくれた。
将来的には、自分が経営する マル

キョウスマイルフーズを後輩達と共に頑
張って大きく育てていくことをイメージ
している。



光星学院高校書道部は、 年に創部
され、過去 度にわたって全国高総文祭
に参加し、これまで数多くの大会で上位
入賞を果たした上、地域の書道展や美術
展に多くの作品を出展してきた。その実
績が認められ、 年度の 青森県高校
文化活動奨励賞 を受賞した。高総文が
終わった今も次の展示会向けて精力的に
活動している。書道部の構成人数は 名、
その活動は、放課後の から

まで美術室で行われており、部員達は
日々漢字の条幅（半切と言われる大きさ
（ ）に書くこと）の練習
に励んでいる。主な練習方法は、臨書と
いう手本を見ながら書くことで、墨の濃
さ、筆の使い方などを顧問の宮古博文先
生より指導を受けながら真剣に取り組ん
でいる。
また、展示会に出展する作品などは、
全紙（ ）で出展することもあ

り、この全紙を書き上げるのは、約 分
から 分の時間を要し、肉体的にも精神
的にも疲労が蓄積される作業であり、文
化部とはいえ、まさに体力も必要である。
このような書道部としての活動を通し
て部員達は、筆の使い方が前よりも上手
くなった。字を見て真似る力がついた。
と自分がスキルアップしていることを
語っている。
今後の目標として、全国高総文への
回目の出場と、全国高校書道展で部員全
員が入賞することを掲げ、日々精進して
いるところだ。

いうだけではなく、 これはこういう味
です とお客様や従業員に伝えること
難しいけれども頑張ってやっています。

。
社会に出てからも学ぶことが多いけ

れども、今学んでいることが社会に出る
ためのステップになると思います。勉強
も遊びも真剣に 年間突っ走ってくださ
い。
それから、仙台に来たら是非店に寄っ
て 八大です といってくれれば嬉しい
です。

仙台育英学園高校 八戸大学卒。
卒業後は幸楽苑勤務を経て家業の
玉屋商事 入社、現在は取締役。
仙台市内でコンビニ 店の他飲食
店などを運営する。
学生時代は柔道部に所属した。

生涯の友達ができ、先生方や事務
の方と親密に接することができたこと
がいい思い出です。社会に出たあと、
その有難味がよく分かりました。

お店をやっているので、お酒に関
しては勉強しています。酒蔵訪問をし
たり、酒屋さんを通じて美味しいお酒
を勉強しています。自分が美味しいと
思ったお酒を一方的に 美味しい と



平成 年 月に完成した光星学院高校新校
舎のスチューデントプラザ（中庭）。多目的
スペースとして、生徒達と先生たちの憩いの
場となっている。この日は、光星祭のイベン
トが開催され、大いに盛り上がりを見せた。
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